
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ２０１２年４月１５日              NO,３００ 

 

 林道大島線を大島に 

下っていく途中の細い 

道を東に入ると、大島 

の十二宮があります。 

 石の鳥居をくぐると、 

石祠が杉の木の根元に 

並び、片品川の対岸の 

尾合の集落を見下ろす 

ことができます。 

 本殿には、「天保二辛卯年（１８３１）二月」の棟札が残さ

れており、社殿は江戸後期に新造されたと考えられています。 

 むかし大島の沢の近くに一人の若者が住んでいましたが、あ

る年のこと、大雨がふり

出し、山の上に突如とし

て大蛇が現れ、若者を一

呑みにしました。 

                  村の人は、若者を供養

しましたが、不吉なこと

がおこるので、若宮八幡

（宝暦年間の石祠）とし

て十二宮に合祀したと

伝えられています。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
無
駄
遣
い
を
残
し
、
消
費
税
増
税
と
社
会
保
障
切
り
捨
て
の
「
一
体
改
革
」
を
先
取
り

し
た
２
０
１
２
年
度
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
が
、
民
主
党
政
権
は
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
「
無
駄

を
削
れ
ば
消
費
税
を
増
税
し
な
く
て
も
財
源
は
で
き
る
」
そ
し
て
「
国
民
の
生
活
が
第
一
」
と
い
っ
た
公

約
の
根
幹
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

野
田
首
相
は
、
消
費
税
の
増
税
に
つ
い
て
民
主
党
内
の
反
対
論
に
「
ち
ゃ
ぶ
台
返
し
は
ダ
メ
」
と
繰
り

返
し
て
い
ま
す
が
、
今
の
民
主
党
政
権
を
誕
生
さ
せ
た
公
約
を
根
こ
そ
ぎ
覆
し
、
国
民
へ
の
「
ち
ゃ
ぶ
台

返
し
」
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
は
、
野
田
首
相
自
身
で
す
。 

 

年
金
支
給
の
過
去
最
大
の
削
減
、
児
童
扶
養
手
当
も
子
ど
も
手
当
も
削
減
、
年
商
扶
養
控
除
の
廃
止
で

住
民
税
を
増
税
す
る
な
ど
、
民
主
党
は
新
年
度
予
算
で
高
齢
者
に
も
子
育
て
世
代
に
も

負
担
と
痛
み
を
押
し
つ
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
民
主
党
に
国
政
を
担
う

資
格
も
な
く
、
絶
対
に
許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 市役所駐車場の北庁舎入り口近くに、電気自動車用充

電器が設置され、午前８時３０分～午後５時１５分（受

付は、午後４時４５分まで）まで利用できます。 

               利用は土・日も含めて

当面の間、無料で利用で

きます。（沼田まつりな

どは利用できません） 

               利用する時は、市民課

４番窓口で受付をし、か

ぎを借りてください。 

 

 福島第一原子力発電所の事故により放射能に汚染された地域の除染をす

すめるため国は、放射性物質による環境汚染への対処に関する法律が 1 月

1 日公布され、汚染状況重点調査地域の指定を受けた 

沼田市では、除染実施計画の策定をすすめています。 

 沼田市では、昨年おこなわれた航空モニタリング調 

査をもとに、毎時 0.23 マイクロシーベルト以上の地 

点を重点的に除染する予定です。 

 除染実施期間は、今年から来年 8 月を予定し、公共 

施設や民有地、農地、林地の除染もおこない、来年 8 

月末で再度測定し、期間の見直しを検討する予定です。 

 グリーンベル 21 の約 85％を所有していた三井生命保険から、これまで

市に納めた固定資産税が多すぎたとし

て、１億８２５万１837 円と年 5 分の加

算金の支払いを求める国家賠償請求が、

前橋地裁に提出されました。 

                市では、県とも協議しながら裁判で争

うこととし、第一日目の口頭弁論が 4 月

25 日におこなわれることになりました。 

 

 

 

 


